
研究紹介 
がん性サルコペニアの検討 
がん悪液質は進行がん患者の 80%以上に発生し、治療に対する忍容性を低下し予

後を悪化させます。その機序として、摂食障害や異化の異常亢進による栄養障害が

挙げられていますが、その詳細は明らかではなく予防や治療法に確立されたものは

ありません。がん悪液質の重要な因子の 1 つが骨格筋の萎縮です。これをがん性サ

ルコペニアと言いますが、様々な原因により生じることが明らかになってきました。わ

れわれは、剖検例の解析から炎症性サイトカインである TNFα や HMGB1 がサルコ

ペニアの発現に重要な役割を果たしていることを明らかにしました。 (1)。特に

HMGB1 はがん細胞から分泌され、骨格筋細胞に異常のオートファジーを誘導します。

その結果筋蛋白の減少とサルコペニアをもたらします。骨格筋の分解により生じたア

ミノ酸の一部はがん細胞が増殖に利用しています。また、このために血中のアミノ酸、

組成が異常を示すことになります。(2)。サルコペニアを抑制するために、骨格筋細胞

にエネルギー源を与えるため、グルコースを付加すると、最も効果的に骨格筋細胞は

増大しますが、同時にがん細胞の増殖を促進してしまいます。(3)。そこで私たちは、

骨格筋にとってエネルギー源となるが、がん細胞を抑制するような食品成分として中

鎖脂肪酸に着目しました。ラウリン酸はココナツオイルの成分ですが、グルコースとと

もに多量に摂取することで、がん性サルコペニアを抑制するとともに、がんの増殖も

抑制できます（3）。健常人では効果を表す分枝鎖アミノ酸は担癌動物においては、む

しろサルコペニアを悪化させます。これに対して抗酸化作用を有するシスチンやテア

ニンといったアミノ酸は、骨格筋保護作用を示しました(4)。しかし、抗酸化作用を有す

るビタミンには、骨格筋保護作用は認められませんでした(5)。 
 
2％ラウリン酸餌を投与したマウス

（LAA)では投与しない対照マウス

(CD)に比較し腹水(E)も腫瘍重量(F)

も低下し、筋重量(G)・筋成熟度(H, 

MYL1)は回復した。LAA にグルコー

ス飲水を併用すると腫瘍重量は増加

したが、筋重量と筋成熟度は LAA の

みより改善した。 
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